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本論文は、『アルハンゲリスク福音書』のロシア語史研究における意義につき、

特に文章語萌芽期の資料ならびに当時の日用語（живая речь）の資料としての両

側面から、論じたものである。『アルハンゲリスク福音書』とは、11 世紀ロシアの

典礼用福音書抜粋（アプラコス）である。現存のロシア写本中、その成立の古さ

において、1056 年～57 年成立の『オストロミール福音書』、1073 年および 1076

年の二つの『スヴャトスラフの文集』についで四番目の古さを誇り、主要部分は

1092 年に書き写されたものである。1877 年、アルハンゲリスク県のある農民が

モスクワにもたらしたことで世に知られ、『アルハンゲリスク福音書』の名称もこ

のことに由来する。 

ロシア語は、ロシアに一つの国家が生まれた時に、すなわちキエフ・ルーシ建

国（882 年）とともに、はじめて誕生したわけではなく、それよりも昔にさかの

ぼる先史がある。この先史時代には、当然、体系的な文字の使用は無かった。そ

れが、国家が生まれるような、社会の複雑化に伴って、文字も用いられるように

なり、その結果としてロシア語は、当時のキエフ・ルーシの社会発展に応じた、

均質単一ではなく幾つかの下位的な体系の集合体として捉えられるべきものとな
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っていた。したがって、ロシア語の歴史を考察する場合には、当然ながら、ロシ

ア語を標準語をはじめ幾つかの体系の複合的な集合体として捉えてゆかねばなら

ない。 

 文章語誕生当時のロシア語の成り立ちを考察する資料としては、金石文、各種

の証文類、そして福音書をはじめとする教会関係の文献などがある。11 世紀の文

献資料としては、結局のところ、数点余りの福音書など教会関係の文書に頼らざ

るを得ない。宗教的な観点から考えると、教義や宗教行事を執り行う手順、律法、

聖人の伝記などの記録を残す必要性があった。このような経緯から、さまざまな

典籍が編まれ、それが写本として書き写され受け継がれてゆくわけである。そし

て、書き言葉は、このような作業の中で成立し発展してゆくこととなる。したが

って、書き言葉の歴史を研究する場合には、福音書などの写本はきわめて重要な

資料となり得る。 

キエフ・ルーシにおける文章語は古代教会スラヴ語（Old Church Slavonic 以下

OCS）と土地の言葉である東スラヴ族の日用語（живая речь）とのハイブリッド

な存在であること、したがって、その成立の過程においては、古代教会スラヴ語

が大切な役割を果たし常に核としてあったことは、スレズネフスキーやシャーフ

マトフを始め、これまでの研究においても明らかにされている。その際、中世ロ

シア写本に見られる OCS とは異なる表現（今後は「異読」箇所と呼ぶ）は、規範

である OCS からの逸脱として見なされることが多かった。すなわち、土地の言葉

である東スラヴ族の日常語による「乱れ」と見なされることが多かった。しかし、

異読個所の全てを単なる逸脱として処理してしまうことには問題がある。確かに、

異読個所には単純な誤記や誤読も含まれているのだが、その一方で、写し手によ

る積極的な改変と見なせる場合もあるのだ。キエフ・ルーシでの写本の作成に際

しては、ただ単に機械的に筆写するのではなくて、より洗練しよう、より分かり

易くしようといった「編集」的な態度がとられた。異読箇所はそのような積極的

な編集的態度の反映と見なせるのである。異読箇所を、東スラヴ族の日常語の影

響による、規範的 OCS の「乱れ」とだけ見なす従来のアプローチは、ロシア語史

の立場からは不十分である。 

本論文では、写し手による積極的な改変と見なせる異読個所は、土地の言葉の

東スラヴ族の日用語とOCSとが混ざり合って古代ロシア文語となってゆく過程を

示す貴重な資料であると考えて、この観点から、改めて中世ロシアの福音書写本

を、具体的には『アルハンゲリスク福音書』を中心にして、その異読個所の考察

を行なってゆく。 
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積極的な改変と見なせる異読箇所は、質的に異なる二つのタイプに分けられる。

一つは、福音書の平行箇所の利用や、福音書以外の月課経などの表現の利用によ

る、創造的な洗練作業とも名づけるべきもの（ヴェレシチャーギンによる先行研

究がある）。もう一つは、OCS から受け継がれた文章の中で、当時の東スラヴ人に

とって分かりにくいと思われる表現をより身近で分かりやすいものへと書き換え

る場合である。本論文では、従来は規範からの単なる逸脱として見過ごされがち

だった後者の諸例に関しても、ロシア語史研究にとって重要な意義のある編集的

な異読箇所として考察を加えた。 

以上に述べたように、本論文では『アルハンゲリスク福音書』を用いて萌芽期

の古代ロシア文語の姿、さらには東スラヴ族の日用語（живая речь）の痕跡を捉

えてゆく。その際に、ロシア語時制の多様な面のうち、本論考では過去時制に、

それもとりわけ未完了過去とアオリストに焦点を当ててみたい。それは、二つの

理由による。一つには、従来の解釈では、ロシア語の歴史において最も大きな変

わり方をしたのは動詞であり、とりわけ過去時制において顕著な変化が見られた

とされているからである。二つ目の理由は、より本質的で議論の中心となるもの

と考えられる。すなわち、未完了過去とアオリストの分布についてどのように解

釈すべきかをめぐる、研究者の間の見解の不一致の存在である。従来からの説で

は、スラヴ祖語時代から継承されてきた過去形のうち、12 世紀の間に未完了過去

が失われ始め、ついでアオリストも用いられなくなり始める（すでに 13 世紀の文

献ではアオリストの誤った使用が見られる）。こうして２つのシンセティックな過

去形がいわゆる完了によって駆逐されて、やがて完了に由来する形態が唯一の過

去形となったとされる。このような従来の図式に対して、ハブルガーエフらは、

未完了過去やアオリストの用いられ方の研究を踏まえて、修正を試みる。これら

の過去形はスラヴ祖語により近い状態だったとされる古代教会スラヴ語を媒介と

して古代ロシア文語に取り敢えずは継承されたかもしれないが、12 世紀の東スラ

ヴ族の日用語にはそれ本来の時制の意味を持ったアオリストも未完了過去も存在

しなかったと主張する。彼らの説に立てば、現代ロシア語に見られるようなアス

ペクトと時制の仕組みが、すでにキエフ・ルーシの言葉の中に胚胎していたと考

えることも可能なのである。 

本論文は、以上に述べてきたことを六つの章に分けて考察する。第一章から第

四章では、キエフ・ルーシでの文章語の萌芽とその特徴につき論じる。一方、第

五章と第六章では、『アルハンゲリスク福音書』を活用した東スラヴ族の日用語

（живая речь）の研究の一例を実証的に論じた。 
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第一章、第二章では、概念の整理や枠組みの解明を行う。第一章は、キエフ・

ルーシにおける文章語の萌芽と誕生、その文章語の特に萌芽期における特色、『ス

ヴャトスラフの文集（1073 年）』に見る具体例などを論じる。第二章では、古代

ロシア文語と称されるキエフ・ルーシの文章語の実体と実相を、その研究史も踏

まえつつ、明らかにする。その際に、ダイグロシアの概念とそのキエフ・ルーシ

への適応の妥当性についても言及する。 

第三章では、古代ロシア文語の萌芽から誕生までの時期を代表する文献である

『オストロミール福音書』、『アルハンゲリスク福音書』、『ムスチスラフ福音書』

について、写本作成上の特色と古代ロシア文語の特性との双方を踏まえつつ、そ

の位置づけを明らかにする。より具体的には、アプラコスの構成に着目した『オ

ストロミール福音書』の新たな位置づけ、受難週間での礼拝回数の増加に対応し

た箇所を踏まえた『アルハンゲリスク福音書』の位置づけの再確認などが重要な

論点である。 

第四章においては、第三章でもふれた写本作成上の特色と古代ロシア文語の特

性との双方につき、『アルハンゲリスク福音書』を例にとり、実証的に検討を加え

る。まず、『スヴャトスラフの文集（1073 年）』から見られる写本作成における「編

集」的態度が、『アルハンゲリスク福音書』においてはさらに発展拡大されている

ことを実例によって検証する。次に、『アルハンゲリスク福音書』では『スヴャト

スラフの文集（1073 年）』から見られる写本作成における「編集」的態度を踏ま

えるのみならず、さらに、古代ロシア文語風の改良も加えていることを、実例に

よって解明した。最後に、『ムスチスラフ福音書』との比較対照により、『アルハ

ンゲリスク福音書』の独自性を確認し、ロシア語史の資料としてのより一層の重

要性を明らかにした。 

第五章においては、第四章までに論じられた内容を踏まえて、その上で、古ロ

シア語の特色の具体例として、動詞の過去時制に着目して、古ロシア語の時期に

おける問題点を整理した。 

第六章は、第五章で示した古ロシア語の特色としての過去時制に着目しつつ、

『アルハンゲリスク福音書』の異読箇所を活用して分析検討を加え、東スラヴ族

の日用語（живая речь）の研究の一例を実証的に論じた。 

以上から、11 世紀における文章語萌芽期ならびに当時の日用語（живая речь）

の特徴を示す貴重な文献として、ロシア語史研究における『アルハンゲリスク福

音書』の重要な意義が十分に示された。 


